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ご意見・ご要望をお寄せください 
 
野洲市比江８６４（☎５８９－４１５８） 

２０１７年１２月２４日  №７３ 

自
民
創
政
会
ら
が
病
院
予
算
を

減
額
し
た
修
正
案
を
提
出
し
、
頑
な

に
反
対
し
ま
し
た
。
修
正
案
は
否
決

さ
れ
、
予
算
は
２
会
派

（５
議
員
）

が
反
対
し
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

住
民
投
票
が
不
成
立
で
し
た
が
、

今
議
会
で
反
対
議
員
か
ら
『市
は
も

っ
と
市
民
に
判
断
材
料
を
示
す
べ

き
だ
っ
た
』
と
主
張
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
住
民
投
票
は
反
対
派
議

員
が
発
議
し
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
発
議
し
た
反
対
議

員
自
身
が
、
も
っ
と
市
民
に
判
断
材

料
を
示
す
べ
き
で
す
。
そ
こ
を

「棚

に
上
げ
」
て
不
成
立
の
原
因
を
他
に

求
め
る
の
は
議
員
と
し
て
無
責
任

で
す
。 

 

今
議
会
で
は
市
民
と
議
会
と
の

ね
じ
れ
が
解
消
さ
れ
、
市
民
病
院
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き

早
期
建
設
へ
、
み
な
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

 広島高裁は伊方原発３号機の運転差し止めの仮処分決定をし

ました。これまで福井地裁と大津地裁で差し止めの決定がされ

ましたが、高裁での差し止めの判断は全国で初めてです。 
 

 広島高裁の決定では、阿蘇山噴火時の火砕流が原発敷地に到

達する可能性を指摘しました。これは地震・火山国の日本にお

いて、伊方原発のみならず全国の原発に言えることです。野洲

市から福井原発群まで６０㌔前後です。決して他人事ではあり

定定定定例市議会例市議会例市議会例市議会のののの重要議案重要議案重要議案重要議案であったであったであったであった市民病院関連予算市民病院関連予算市民病院関連予算市民病院関連予算はははは２２２２２２２２日日日日、、、、本会本会本会本会

議議議議でででで賛成多数賛成多数賛成多数賛成多数でででで可決可決可決可決されましたされましたされましたされました。。。。改選前改選前改選前改選前、、、、市民市民市民市民とととと市議会市議会市議会市議会はははは乖離乖離乖離乖離していしていしていしてい

ましたがましたがましたがましたが、、、、今議会今議会今議会今議会ではではではでは切実切実切実切実なななな願願願願いにいにいにいに応応応応ええええることができましたることができましたることができましたることができました。。。。    

野

並

享

子 

東

郷

正

明 

工

藤

義

明 

鈴

木

市

朗 

山

本

 

剛 

橋

 

俊

明 

岩

井
智

恵

子 

坂

口

重

良 

山

崎

敦

志 

東

郷

克

己 

矢

野

隆

行 

津

村

俊

二 

稲

垣

誠

亮 

田

中

陽

介 

立

入

三
千

男 

荒

川

泰

宏 

北

村

五
十
鈴 

長

谷

川
崇

朗 

共産党 みらい野洲 新誠会 公明党 協商保守 自民創政会 無 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 

〇 ● ● ● ● ● 〇 

病院関連予算に賛成=〇、反対=●  長谷川議員は無会派 

議
長 

衆
院
選
、
市
議
選
、
住
民
投
票
な
ど
、
私
た
ち
市
民
に
と
っ
て
激
動
の
２
０
１
７
年
で

し
た
ね
。
安
倍
自
公
政
権
に
よ
る
憲
法
９
条
改
悪
や
社
会
保
障
切
り
捨
て
の
政
治
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
２
０
１
８
年
を
市
民
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
運
動
を
す
す
め
、
希
望
の

持
て
る
新
し
い
政
治
の
実
現
へ
、
引
き
続
き
が
ん
ば
り
ま
す
。 


